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国の設立についてである︒天武の後継者たちは︑その後数世紀にわたって帝国の姿を定義づけることになる 国家の組織機構 創設を継承したが︑その限り おいて︑天武の輝かしい戦勝は︑日本の歴史にその後︑陸続と出現 またの出来事の中でも︑もっとも重大なものである 考えられてきた︒ ﹃日本書紀﹄ 中で
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において︑それぞれ新しい政治形態を形作り︑北東アジアにおいて︑多極的な世界が生成したことを明らかにする︒古代日本は︑いままさ ︑朝鮮半島の三国と︑中国の南北朝という近隣諸国とともに︑ 「天下」を構成する文明の 心あるいは周辺の朝貢国として互いに外交上の関係を保ち︑帝国共通 言語 用 て︑そ 一員としての役割を演じようとしていたのである︒第二章で 古代日本国内の構築の問題へと議論を転じ︑単一民族としての国民︑そして不変の言語 いう 近代国家の幻想に則ってなされ きた研究史を徹底的に検証して批判し 近代国家に先立つ古典的国家像を描き出す起点とする︒その構成員は君主中心的な氏族と位階のヒエラルキーにしたがっ 区分されており︑そ 言語は︑多言語的な釈義 通じて涵養された︑いわば文学的な形式であったという︒　
こうした古代日本の帝国に関する新しい視界は︑続く第三章で






的に捉えるために︑こうした世界観においては︑相矛盾する過去についての説明を調整しなければならなかったが︑第四章では︑﹃古事記﹄ ﹃日本書紀﹄そして﹃懐風藻﹄にそれぞれ見出される︑合法的な継承者であり︑兄のライバルであり︑そして破壊的な反逆者でもあるという︑大きく異なる天武の相貌に光が当てられる︒第五章では︑歌集の編輯様式と段階に関 て︑近代的進歩的な説明が好むような線条的な年表 はな ︑存する和歌の「無数の世代」を組織して君主中心主義的な地政学と系譜学へ落と 込むべく﹃万葉集﹄の多様なスキーム お 稼働し ︑いわば等価値的に拡がる歴史の範囲を描き出す︒　
本書の後半にあたる残り五つの章は︑天武の遺産を刻印する















行幸を記念する人麻呂の著名な歌群をめぐって考究する︒こうした賛歌における忠誠心の表現に感情移入したり︑あるいは拒絶したりする近代的な文学批評理論を紹介しながら︑このポリティックスの分析を ったのち︑ダシーは︑これらの和歌が︑その和歌を聞く宮廷の聴衆を想像力豊かに引きつけ︑彼 自身の君主へ服従という ペクタクルへと駆り立てるために 一人称の誓約が︑これら和歌の語り手たちの三人称 叙述といかにして結びつけれるのかを示す︒　
同じような視点の複雑な結合については︑天武の二人の皇子に
向けられた人麻呂のよく知られ 独特 葬送歌に関する︑第八章の論述で取り上げら る︒草壁皇子
（六六二︱六八九）
に対する︑
尋常ならざる非人称の挽歌 出だしでは︑天武 神聖な後裔を描き出す祈りと神話を語り伝えた定型的なフレーズが用いられる︒聴衆は︑こうした過去 目の当たりにさせられたあと︑現在の嘆きの瞬間へと引き戻され ︒高市皇子
（六五四︱六九六）
に向けら














の未来の即位を願う集団的 欲望を表現し かつ新しい藤原宮の建設をことほぐ一連の歌において 文武が王国 創始者であり神でもあるというステイタスを︑追っ 確認することにより︑果たされるのである︒　
この本が提供する多くの考察は︑表向きの焦点として示された






















 28  (2015 ) に掲載された英文テクストの日本語訳である︒
（荒木浩
 訳）
